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防虫ネットを活用して年中栽培が可能！
～小松菜～

今月の
テーマ

小松菜は、汁物やおひたし、炒め物に欠かせない野菜です。主に関東で生産が盛んですが、にしみの管内でも生産が盛んで、
その出荷量は岐阜県産小松菜の約9割を占めています。小松菜は、東京都発祥の野菜とされていますが、尾張や岐阜で栽培さ
れる“もち菜”など、地方には小松菜と似たような野菜があり、その土地で色々な名前がついています。暑さにも寒さにも強く、
1年中栽培できるので、時期を少しずつずらしてまいていくと良いでしょう。

水稲

キュウリ

●苗の小さいうちは不織布をベタ掛けして、苗が大きくなったら寒冷
紗のトンネル掛けに切り替えます。

●シルバーや銀線入りのマルチシートを利用すると、アブラムシ除け
の効果があります。

●化成肥料（窒素）が効き過ぎると、調理して食べた際えぐみが出
ることがあります。

●楽　天：耐暑・耐寒・耐病性が強い品種。食味が良
いので市場でも人気の品種です。

●菜々美：耐暑性があり、株張りもよく多収が期待で
きる品種です。

●味　彩：葉は肉厚でやわらかく、食味を重視した品
種です。

種まき

畝に条間15～20㌢のまきすじを付け、種をすじまきします。穴あきマルチを敷いた場合は、1カ所に数粒ずつまきます。
種をまいた後は軽く土を押さえ、防虫と土の乾燥を防ぐため、不織布をベタ掛けしてから水をやります。
苗の小さいうちは、不織布をベタ掛けして、苗が成長したらアオムシやアブラムシを防ぐため、寒冷紗をトンネル掛
けにします。

管　理
発芽が揃ったら、混んでいるところを間引き、苗の間隔が1～2㌢になるようにします。
本葉2～3枚の頃に、2回目の間引きをします。間引き菜は食べられます。
本葉4～5枚の頃に、株間が5～6㌢程度になるように3回目の間引きをします。

追　肥 2回目の間引きが終わった頃から、15～20日に1回の割合で500倍に薄めた液体肥料、または化成肥料（野菜の達
人N:P:K=15:14:10）30㌘/㎡を施します。以降、葉色が薄くなったら追肥します。

収　穫
小松菜の草丈が15～20㌢ほどになったものから、順次収穫します。大株になり過ぎると硬くなり葉にアクが出るため、
草丈30㌢位までには収穫しましょう。
冬は寒さにあたると甘みが増し、おいしくなります。また、春先に蕾がついて伸びてきた茎（トウ立ち菜）も食べられます。

病害虫防除

連作すると土壌伝染病などが発生することがあるので、1年間はアブラナ科野菜の作付けを休むようにしましょう。
コナガ、アブラムシなどは、寒冷紗のトンネル掛けなどで防げますが、キスジノミハムシは寒冷紗の目を通り抜けて
しまうので注意します。また、畑の周囲に、麦類やソルガムなどのバンカープランツをまいておくとアブラムシの発
生を抑えることができます。

栽培のポイント 作ってみたい品種

　キュウリ黄化えそ病は、キュウリの株にウイルス（メロン黄化えそウ
イルス）が感染することで発症する病気で、ミナミキイロアザミウマ
（以下ミナミキイロ）が媒介します。本ウイルスに感染した植物体上で
ミナミキイロの幼虫が生育することで保毒し、この幼虫が成虫になり
健全な植物体を吸汁することで感染が成立します。
　この病気は、西濃地域のハウス栽培キュウリを中心に大きな被害を
出しており注意が必要です。
　ミナミキイロは一部の薬剤で感受性の低下がみられ、薬剤のみで防
ぐことは困難です。複数の手段を組み合わせて万全の対策をとること
が重要です。　
　
＜入れない＞
◎施設開口部への防虫ネット展張（白色0.4㍉目、赤色0.6㍉目）
　退緑黄化病を媒介するコナジラミ対策には0.4㍉目ネットが有効です。
◎施設内・外の雑草対策
　アザミウマ類の生息場所や侵入元となる雑草は、定植２週間前まで
の除草や抑草シートを設置する。

＜増やさない＞
◎定植前に黄色粘着板・テープを施設内に設置し、早期発見に努める。
◎薬剤抵抗性の発達を防ぐため、同一系統薬剤を連用しない。

◎天敵（スワルスキーカブリダニなど）を活用する。
　天敵導入前には、散布農薬の天敵への影響日数を必ず確認する。

＜出さない＞
◎キュウリ黄化えそ病発病株は伝染源となるため直ちに除去する。
　ビニール袋に入れて完全に枯れるまで密封処理を行う。また摘葉・
摘芽には媒介虫が生息することがあるため同様に処理する。
◎発病ほ場のミナミキイロは保毒している可能性が高いため、施設外へ
逃がさないよう、栽培終了後に施設の密閉処理（蒸し込み）を行う。

　8月は、5月上旬田植えのコシヒカリの出穂後防除と収穫準備の時
期です。また、6月上旬田植えのハツシモの穂肥施用や病害虫防除を
行う時期です。

コシヒカリ
＜出穂後防除＞
　コシヒカリは登熟期を迎え、カメムシ類の水田への飛び込みが心配
です。近年はカメムシ類の発生が多く、吸汁被害を受けると斑点米の
発生につながり、品質を著しく下げるため、出穂後1週間頃を目安に防
除しましょう。
＜落水＞
　落水は収穫7日前が目安です。早く水を落とすと乳白米や胴割米が
発生し品質低下を招く恐れがあります。落水後に田んぼが乾きすぎる
場合は、走り水を行い水の補給を行いましょう。

 ハツシモ
＜穂肥施用＞
　ハツシモは穂肥施用の時期です。稈の下位節間が伸びる時期と重
なるため、施用時期は幼穂長で、施用量は葉色で判断します。
　施用時期は、幼穂長が約5㍉（出穂18日前）の時です。6月10日田
植えの場合、穂肥時期の目安は8月13日（出穂日：8月31日）となりま
す。

　施用量は、水稲用葉色板で3.5程度まで色が低下していれば、栽培
暦にある規定量を施用します（例：追肥化成35号の場合　20㌔/10
㌃施用）。葉色が濃い場合は、倒伏の恐れがあるため、葉色が落ちて
から施用量を減らして施用します。基肥一発肥料を使用している場合
は、穂肥の必要はありません。
　水稲用葉色板は、「肥料農薬種子予約注文書」の裏表紙に掲載さ
れています。
＜病害虫防除＞
　カメムシ類、ウンカ類といもち病の予防防除を兼ね、8月16日～20
日頃（出穂の10～15日前）に粒剤散布を行います。
　水田周辺部の雑草はカメムシ類の住みかとなるので、出穂10日前
までに草刈りを行います。出穂後に除草を行うと、カメムシ類の田ん
ぼへの飛び込みを助長する恐れがあるため、遅くならないようにしま
しょう。
　昨年、紋枯病が多発したほ場は、発生状況を確認して防除を行いま
しょう。

種まきの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡を施し、深さ30㌢位までよく耕します。
1週間前には化成肥料（畑作名人N:P:K=13:13:13）100㌘/㎡を施し、よく耕します。
畝幅70～80㌢、高さ5㌢程に畝を立てます。

畑の準備
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